ＮＥＡＳＥ－ＮＥＴ第３回政策セミナー
東アジア共同体のゆくえと日本の対応

1． 東アジア共同体のゆくえはきわめて不透明

（1） 第１回、第２回東アジアサミットが混乱をもたらした。
ＡＳＥＡＮ＋３、ＡＳＥＡＮ＋６、ＡＳＥＡＮ＋１
（2） 日、中の覇権的争いによるＡＳＥＡＮの分裂

（3） 日、中、共に責任を持つべきだが、日本の責任は大きい。
2． 最近の日本の東アジア共同体への動き
（1） 中国とは昨年１０月８日に日中間の「戦略的互恵関係」を築きながら、日本はＡＳ
（2） ＥＡＮ＋３は絶対にさけたい。ＡＳＥＡＮ＋３では中国のインパクトが大きすぎる。

（3） ＡＳＥＡＮ＋３＋３（オーストラリア、ＮZ、インド）に拡大する。これにより中国のインパクトをおさえる。出来ればさらにこれを拡大したい。

（4） そのために「共通の価値観」なるコンセプトを用いている。

（5） 現在日本の諸提案（まさに百花繚乱）

1 東アジアＦＴＡ（二階構想）
2 アジア版ＯＥＣＤ（二階構想）

3 アジアゲイトウェー

4 エネルギーイニシアティブ等

3． 日本は何を目指しているのか
（1） 米国への配慮

（2） 中国への対応

（3） やはりＡＳＥＡＮに重点を置いた具体策が中心

（4） 日、ＡＳＥＡＮ特別首脳会議（２００３年１２月）で日本が提案した構想のやき直し

（5） 日本にとっては東アジアサミットが主体
できるだけ広くＦＴＡを広める戦略

中国への対抗

4． 日本のアジア戦略への疑問
（1） 省エネ協力、環境協力、そのための人材育成等はよいとしても、弱い農業をかかえる日本が本当に、日本の農産物の自由化を迫るオーストラリア、ＡＳＥＡＮ諸国とＦＴＡを締結できるのかどうか

（2） 米国をどう組み入れていくか
中国「連米連亜」　米中関係
（3） ＡＳＥＡＮ＋６をこえて行くと結局はＡＰＥＣと同様になる
（4） 日本は２０１０年に迫っているＡＰＥＣのボゴール目標を達成できるか

５．「東アジア共同体」に向けてとるべき戦略

　　（１）ＡＳＥＡＮも重要だが、日、中、韓とのＦＴＡ、ＥＰＡを考えること

　　　　　知的所有権

　　　　　投資協定（明年春に締結、首脳会談で合意）

（２）日、中、韓の環境協力

（３）ＡＳＥＡＮよりも、日中間の人材交流

（４）東北アジア環境協力機構

　　　中国、日本、韓国、台湾、北朝鮮、モンゴル、シベリア

（5） ＡＳＥＡＮと日中韓の綱引きでは駄目
谷口　誠
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